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民宿とみの

新型コロナウイルス感染症感染予防ガイ ドライン

お客様に安心してお過ひしいただけるよう以下の事を徹底し

務めて参ります。静理解ひ協力いただけますよう宜しくお願い致します。

～接触感染予脇|こ対して～

①不特定多数の方が高頻度に接触する場所についての表面の消毒を致します。

玄関、チェツクイン時のペン、食堂のテーブルやイス、共用トイレ、シヤワー室

共用冷蔵庫等。

*使用頻度の高い場所にlよ消毒液や除菌月尋八ンドソープを設置しております。

積極的にお利用ください。・

②客室内の設備や備品の消毒や洗浄を行つています。安心してお使い下さ
い。

～飛沫感染の予跡すこついて～

①フロントでの対面の対応を当面の問行いません。

*チェックインやチェツクアウトの精算時lよ各テーブルにてお願い致します。

②お食事の合席でのお案内はおざいません。

～その他感染拡大予跡括lβ角鯵た爾又り組み短麗して～

①感染拡大予防の観念から宿泊のひ予約の人数を考慮しながら制限させて

頂きます。

②お家族様以外でのひ案内は4名様までとさせて頂きます。

③島にいらっしゃるまでの間に発熱や咳、体調不良、気になる事がありましたら

いつでもご連絡下さい。*(電話予約時にお伝え済み)

また、滞在期間中にひ気分が優れなくなった場合にもすぐお伝え下さいますよう

と協力お願いいたします。

④食事中、就寝以外はメイン玄関は換気の為開けさせて頂きます。

⑤消毒液や除菌用八ンドソープを各所設置しておりますので是非歪利用下さい。
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上記以外にも何かありましたら気兼ねなくお知らせ下さい。

お協力む理解いただきありがとうございます。

民宿とみの



新型コロナウイルス感染症感染予防ガイドライン

民宿とみのにおける感染リスクの洗い出しと取組み

～接ぬ虫感染リスク～

①不特定多数の者が手指など高頻度に接触する物の表面の消毒。

O正面玄関の取手 ○チェックイン時の筆記用具 O食堂のテーブルとイス
O共用トイレとシャワー室 ○共用冷蔵庫              ・

*使用頻度の高い場所にはお客様にも協力いただく為、消毒液と除菌用手沈い洗剤
を設置しいつでも利用出来るよう案内する。

②使用後の客室内の設備や備品の消毒や洗浄。

O客室の扉とドアノブ O照明のメインスイツチ ○各種リモコン ○窓
Oドライヤー O備品置きの棚 ○シヤワー室とトイレ全面

③共用スペースのゴミ箱や客室から出たゴミ類には直接触らない。

④物品等の受け渡し。

O部屋の鍵は直接の受け渡しを避ける為、除菌した物をお部屋に用意しておく。

その後はチェックアウトまで自己管理をお願いする。

～飛沫感染のリスク～

①フロントの接客を当面の間無しとする。

Oチェックインの際は各テーブルにて記入お願いする。
○精算も同様各テープルにて行う。

○宿の設備案内はフロント越しではなく一定の距離を保って説明する。

②食事の合席の案内を無くす。

～感染拡大―予トブ与とこ向けた密油客への対応～

①予約を受付する段階での予防*電話予約のみ
06害」程度に宿泊を制限管理する。

O家族以外のグループは4人まで。
Oお一人様のお客様でも最大5組までのひ案内とする。(食事は1人でも1テーブル)
O予約の際に、出発までの間に万が一発熱、咳、体調不良があれば当日のキャンセルも

構わないので入島前に申し出てもらうようお願いする。その際キャンセル料も

頂かない旨もお伝えしておく。



②換気

O食事中、就寝以外はメイン玄関はオープンさせる。
Oエアコン作動中も窓や廊下に繋がる扉を完全に閉めないで換気するようにする。

③消薄液、除菌用八ンドツープの設置

Oフ ロント、共用スペース2カ所、共用トイレ、手洗い場、送迎車など。

④万が一お客様が宿泊中に体調
―
不良を申し出た場合に対応出来るよう、常に空室を

確保しておく。

⑤従事者の健康管理、マスク着用や消毒の徹底。

以上の事を共有、徹底できるよう努める。
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↑入ロドアに貼付


